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長 野 県 飯 田 市



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 320 ha

平成 26 年度　～ 平成 28 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 H24 H27

件／年 H24 H27

人／8h H25 H28

台／12h H25 H28

分 H25 H28120 分天龍峡を訪れた観光客の平均滞在時間

1,350 人

交通量 基準日における天龍峡再生道路通過車両台数 安全快適なまちの度合いを捉える数値 1,959 台

1,020 人

2,590 台

95 分

観光入込客数 １年間に天龍峡を訪れた観光客の人数 天龍峡再生を目指す地域活性化の度合いを捉える数値

滞在時間

地域資源や人とのふれ合い・交流の度合いを捉える数値基準日における姑射橋（歩道橋）歩行者数

■「天龍峡再生プログラム」、「名勝天龍峡保存管理計画」、「名勝天龍峡整備計画」に示された理念である「天龍峡百年再生」（本計画目標）が目指す天龍峡の姿の実現。
■国が平成27年度供用開始を目標とする三遠南信自動車道天龍峡大橋（仮称）への歩廊添架や、天龍峡インター周辺の休息施設など、新たな魅力を活用した天龍峡の活性化。
■将来、三遠南信自動車道全線開通、リニア中央新幹線（東京～名古屋間）開通によって、都市部との距離が短縮され身近な観光地に位置付く天龍峡が活性化していくことで、南信州地域全体へ広がる観光に結びつくとともに、地域経済活性化への波
及。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

217,400 人

案内人利用件数 １年間に天龍峡で案内人を利用した件数 地域資源や人とのふれ合い・交流の度合いを捉える数値 189 件

350,300 人

250 件

安全快適なまち、癒し（居心地）の度合いを捉える数値

歩行者数

都道府県名 長野県（ながのけん） 飯田市（いいだし） 天龍峡地区（てんりゅうきょうちく）

■引き続き、地域経済自立度を高めるため、観光入込客数・滞在時間を増加させていくことが望まれている。
■天龍峡の中心である名勝天龍峡の適切な保存管理の他、公開活用に資する、滞留させる施設、広域的に回遊を促す環境整備など新たな魅力づくりの創出、街なみ環境整備等に着手していく必要がある。
■整備が進みつつある遊歩道として利活用も可能な三遠南信自動車道天龍峡大橋（仮称）をはじめ、三遠南信自動車道の全線開通やリニア中央新幹線（東京～名古屋間）開通による来訪を見通し、名勝天龍峡にふさわしい景観、安全・快適なまちづく
りを一層進める必要がある。

計画期間 交付期間 28

■地区概要・現況
　天龍峡地区は、飯田市の南端に位置し、貴重な文化財であり、重要な観光資源である「名勝天龍峡」を中心とした地区である。平成に入り豊富な天然ラドンが含まれる温泉が湧出するなど、ピーク時（平成4年）には約80万人の観光客が訪れていたが、
旅行形態・ニーズの多様化などにより平成17年になると約30万人にまで落ち込み、宿泊施設、土産・飲食店等の廃業・休業による空き店舗が増加してきている。周辺では、天龍峡エコバレープロジェクトが進行しており、天竜川左岸龍江地区では観光体
験農業の受入、右岸川路・竜丘地区では、ファクトリーパークやエコハウジングビレッジの整備、環境をテーマとした新産業ゾーンの形成が進みつつある。さらに平成20年には、中央自動車道に直結する三遠南信自動車道が天龍峡インターまで供用開
始し、関連するインフラ整備も進められてきている。現在は、新たな周遊路として利活用できるた三遠南信自動車道（仮称）天龍峡大橋の整備が進行しており、やがて遠州・三河地域まで開通する。開通時を見据え、南信州と遠州・三河地域との広域連
携プロジェクトも進みつつある。

■まちづくりの経緯
　飯田市では、平成18年度より天龍峡地域再生マネージメント事業により地域再生マネージャーを招聘し、地域住民や観光関係者、行政等と協働による「天龍峡再生プログラム」を策定、平成20年度を「天龍峡再生元年」として、プログラムの実践に着手
している。平成21年度からは、国土交通省所管まちづくり交付金（現社会資本整備総合交付金）を、さらに平成22年度からは文部科学省所管国宝重要文化財等保存整備費補助金を導入し、名勝天龍峡（北半部）の公開活用をはじめ、天龍峡の観光の
まちづくりに資する優先度の高い整備事業のうち、関係機関との協議の整った事業から整備に着手し、一定の効果が評価されている。また、事業効果を高める目的で、地域再生マネージャーと連携し、天龍峡の活性化を目指した地域主体による誘客事
業やイベント、おもてなしや研修事業、観光のまちづくりに向けた住民参加型のワークショップを並行して実施し、ソフト面からの取り組みも推進してきている。

「天龍峡百年再生」
大目標　住む人も訪れる人も、ゆったりと自然や歴史に触れ、人と人との交流を楽しめ、身も心も癒されるまちづくり
　小目標①　住む人も訪れる人も、ゆったりと自然や歴史に触れ、人と人との交流を楽しめ、身も心も癒される天龍峡づくり
　小目標②　名勝地にふさわしい景観と、安全快適な天龍峡づくり



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針　小目標①　住む人も訪れる人も、ゆったりと自然や歴史に触れ、人と人との交流を楽しめ、身も心も癒される天龍峡づくり
　■天龍峡の魅力に触れる、親しめる場の整備
　■広域の天龍峡の自然をゆっくり楽しめる場の整備
　■人と人との交流、ゆったり癒される場づくり

【基幹事業】
　地域生活基盤施設事業：天龍峡北緑地、姑射橋広場、太田下広場
　高質空間形成施設事業：市道龍江207号線
【提案事業】
　地域創造支援事業：ウォーキングコース整備、景観保全対策
　事業活用調査：事業効果分析
　まちづくり活動推進事業：天龍峡まちづくり支援事業

整備方針　小目標②　名勝地にふさわしい景観と、安全快適な天龍峡づくり
　■名勝天龍峡の風致景観に調和し落ち着きのある空間づくり
　■多様な来訪者、多様な目的を持つ来訪者が安心・快適に楽しめる場づくり

【基幹事業】
　道路事業：市道川路44号線、市道龍江207号線
　公園事業：天龍峡児童遊園
　地域生活基盤施設事業：姑射橋広場、情報案内看板
　高質空間形成施設事業：市道龍江207号線
　街なみ環境整備事業
【提案事業】
　地域創造支援事業：観光施設安全点検、景観保全対策
　事業活用調査：事業効果分析
　まちづくり活動推進事業：天龍峡まちづくり支援事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 飯田市 直 L=80.0m H27 H27 H27 H27 12 12 12 12

道路 飯田市 直 L=110.0m H26 H27 H26 H27 23 23 23 23

道路（地方都市リノベーション事業）

公園 飯田市 直 A=200m2 H27 H27 H27 H27 2 2 2 2

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 飯田市 直 A=1,538m2 H28 H28 H28 H28 4 4 4 4

地域生活基盤施設 飯田市 直 A=3,350m2 H27 H28 H27 H28 22 22 22 22

地域生活基盤施設 飯田市 直 A=2,950m2 H26 H27 H26 H27 68 68 68 68

地域生活基盤施設 飯田市 直 N=5箇所 H26 H26 H26 H26 1 1 1 1

高質空間形成施設 飯田市 直 L=650.0m H28 H28 H28 H28 10 10 10 10

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業 飯田市 直 A=15.8ha H26 H28 H26 H28 26 26 26 26

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 168 168 168 168 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
飯田市 直 A-320ha H26 H27 H26 H27 6 6 6 6

飯田市 直 A=22.2ha H26 H28 H26 H28 12 12 12 12

飯田市 直 L=7.5km H27 H28 H27 H28 6 6 6 6

飯田市 直 A=320ha H28 H28 H28 H28 1 1 1 1

飯田市 直 A=320ha H26 H28 H26 H28 12 12 12 12

合計 37 37 37 37 …B
合計(A+B) 205

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
国土交通省 国土交通省 L=7.4km ○

合計 0.00

0

三遠南信自動車道 飯喬道路　第2工区

事業箇所名 事業主体 所管省庁名
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費規模

地域創造
支援事業

事業活用調
査

観光施設安全点検事業

事業効果分析事業

飯田市龍江、川路

天龍峡まちづくり支援事業

事業

飯田市龍江、川路、千代まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名
細項目

0

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

0

飯田市龍江、川路、千代

飯田市龍江、川路

0

直／間

0

0

天龍峡景観保全対策

ウォーキングコース整備事業 0

0

うち民負担分
事業主体

0

0

0

天龍峡児童遊園

緑地:天龍峡北緑地

0

0

市道龍江207号線

広場:天龍峡姑射橋広場

広場:天龍峡大田下広場

情報板:案内看板

交付期間内事業期間
うち民負担分

市道龍江207号線

事業 事業箇所名 規模

82

細項目

交付対象事業費 205 交付限度額

事業主体

0.4国費率

0

直／間

0

市道川路44号線

（参考）事業期間

0

住宅市街地
総合整備
事業



都市再生整備計画の区域

　天龍峡地区（長野県飯田市） 面積 320 ha 区域 龍江地区の一部及び川路地区の一部、千代地区の一部、竜丘地区の一部

龍江地区の一部、川路地区の一部、千代地区の一部及び竜丘地区の一部

【図面作成上の留意点】 
 
・下図は都市計画総括図を使用すること。未都
計の場合は、適宜下図を作成すること。 
・Ａ４横長であれば、縮尺は自由。ただし、必ず
スケールバー・方位を記入すること。 
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りとし、
地区名、区域面積を記入すること。 
・地区の相対的な位置関係が明確になるように、
国道、高速道路、IC、鉄道、鉄道駅、ランドマー
クとなるような施設（市役所、文化会館等）につ
いては、必ず図示すること。 
・その他必要な事項は適宜追加してよいが、必
ず凡例を記入すること。 

【記入要領】 
・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。 
   例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部 

天龍峡地区(320ha) 



天龍峡の観光客数 （人／年） 217,400 （H24年） → 350,300 （H27年）

天龍峡の歩行者数 （人／8h） 1,020 （H25年度） → 1,350 （H28年度）

観光客の平均滞在時間 （分） 95 （H25年度） → 120 （H28年度）

　天龍峡地区（長野県飯田市）　整備方針概要図

目標
住む人も訪れる人も、ゆったりと自然や歴史に触れ、人と人との交流を楽しめ、身

も心も癒されるまちづくり

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

天龍峡ＩＣ

ＪＲ天竜峡駅

□提案事業
観光施設安全点検事業
天龍峡景観保全対策事業
天龍峡まちづくり支援事業
事業効果分析事業

ＪＲ飯田線

■基幹事業
街なみ環境整備

天龍峡街なみ修景事業

■基幹事業
地域生活基盤施設

緑地・広場整備事業

■基幹事業
道路

遊歩道整備事業

■関連事業
三遠南信自動車道

（仮称）千代地域振興ＩＣ

（仮称）天龍峡大橋

ＪＲ川路駅

天竜橋

←天竜川
ＪＲ飯田線

■基幹事業
公園

公園整備事業

姑射橋

■基幹事業

案内看板整備事業

□提案事業

ウォーキングコース整備事業

■基幹事業
道路
道路整備事業

■基幹事業
高質空間形成施設
道路整備事業

凡 例

区域

道路

公園

緑地広場

高質空間

街なみ環境

提案事業

文化財指定地



計画の名称：天龍峡地区都市再生整備計画             　　事業主体名：飯田市

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ○

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

⑥円滑な事業執行の環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応

⑤地元の熱意
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